
〈西周〉：前 11世紀～前 770年  

祖：武王 都：鎬京(黄河支流の渭水流域) 

 ・封建制による支配：臣下への封土(土地)と軍役・貢納に基づく支配体制 

 ・周王朝の血縁がある諸侯が統治し、下部に卿・大夫・士が存在した。 

 ・同姓の集団(宗族)ないで宗法という規範を制定。 

 ・土地制度である井田制を施行したとされる。 

 前 770年…北方から犬戎が侵入し都の鎬京を攻略 

 ⇒内戦などもあり、都を東の洛邑に移す(東周の成立) 

〈東周〉：前 770年～前 221年 

 ①春秋時代 (前 770～453年) 

 ・有力諸侯が“尊王攘夷”を唱えて同盟を組む。 

 ・春秋の五覇に代表される覇者が現れる。 

 

 ・孔子によって儒教が成立し、『春秋』の編纂に関わる。(ゆえに春秋時代) 

 ・鉄製農具が用いられ、牛耕が始める。 

前 403年…晋が臣下により韓・魏 趙に分割される。(戦国時代) 

②戦国時代 (前 453～221年) 

・戦国の七雄と呼ばれる諸侯が乱立。 

 

・各諸侯は青銅製の貨幣の鋳造を始めた。 

・秦は前４世紀の孝公のときに商鞅を用                

いて富国強兵に成功。 

 ・合従策…六国の同盟：蘇秦 

 ・連衡策…六国それぞれが秦に対抗：張儀 

 前 221年…秦の政王が中国を統一 

 

 

 

 

 

 

斉の桓公、晋の文公など 

 

斉・楚・秦・燕・韓・魏・趙 

 

戦国時代の貨幣 

刀銭…斉・燕 

蟻鼻銭…魏 

円銭(環銭)…秦 

布銭…韓・魏・趙 
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